







Clinical characteristics and roles of dental hygienists in department of 
orthodontics at Matsumoto Dental University Hospital
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Figure　6：a）Time　management　list．；b）Checklist．
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Figure　7・Case　l　Intraora1　photographs　a）Front　view　before　MFT
　　　　　　　　Front　View　after　MFT；d）Appearance　of　tongue　a丘er　MFT
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Figure　8　Case　2　1ntraoral　photographs．　a）Front　View　befbre　MFT
　　　　　　　　Fr｛mt珊ew　a銑er　MFT；d）ApPearance　oftongue雄eT　MFT
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，b Appearance of　tongue　befbre　MFT，c）
松本歯学　32（3）2006
とした．初診時，ひも付きボタンとテンション
ゲージにより測定した口唇閉鎖力は500gであっ
た．
　本症例におけるMFTの目標は，正しい嚥下パ
ターンの獲得，口輪筋の強化および発音障害の改
善である．まず，舌や口輪筋の筋力強化を行う必
要があったため，MFTは舌位をコントロールす
るティップアンドミッドポイントとスポットポジ
ション，舌を挙上する筋肉を強化するポッピン
グ，咀噌筋を強化するバイト，ロ輪筋を強化する
リップエクササイズ，舌位や口唇の姿勢位の習慣
化を行うボスチャーからトレーニングを開始し
た．その後，ある程度舌位や筋力の改善が認めら
れてきた頃より，嚥下時における正しい舌の動き
を覚えるスラープスワローを追加した．口唇閉鎖
力が1000gを越え，舌突出癖の改善が認められ
たことから，発音訓練のティ・サウンドを追加し
た．トレーニング開始後28か月にて，正しい嚥下
パターン，口輪筋の強化，発音障害の改善および
その安定が認められたので，MFTを終了した．
　症例2：初診時年齢11歳6か月の女児．前歯部
開咬を主訴に松本歯科大学病院矯正歯科に来院し
た．診査の結果，嚥下時の舌突出癖と低位舌を認
めた．初診時の最大開口量は49mm，舌を挙上
し舌尖をスポットにつけた状態での開口量は24
mmであり，舌を挙上する筋肉が弱く，嚥下時
に正しく舌を挙上できない状態にあった
（Fig．8）．分析の結果，　Angle　Class皿，　Skeleta1
1，歯性および骨格性の前歯部開咬と診断され，
マルチブラケット装置による動的治療とともに，
MFTを行うこととした．
　正しい嚥下パターンを獲得することを目標と
し，MFTを開始した．まず，舌を挙上する筋肉
を強化するバイトポップからトレーニングを開始
した．その後，更に舌を挙上する筋肉の強化を行
うオープンアンドクローズ，嚥下時における正し
い舌の動きを覚えるスラープスワローを追加し
た．MFT開始後4か月で，舌を挙上し舌尖をス
ポットにつけた状態での開口量が38mmまで改
善され，正しい嚥下パターンを獲得するために現
在もMFTを継続して行っている．
ま　と　め
歯科矯正患者への口腔衛生指導については，各
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大学病院や矯正歯科クリニックで色々な方法が行
われている8・9）．当科では，すべての患者に対し
て，矯正治療開始前に矯正装置に対応した専用の
はみがきセットを渡すことによって，ロ腔清掃意
識の向上に役立てている．また，矯正治療経験を
有する歯科衛生士の意見を取り入れることによっ
て，独自の刷掃方法を導入することができてい
る．例えば，ループの組み込まれた複雑な装置
や，叢生の程度が著しい場合などには，矯正装置
専用の歯ブラシよりも，毛先が細かいタイプの歯
ブラシ（DENT．　EX　systema　44　Mなど）を処方
している．低年齢児や学童期の患者に対しては，
短いブラッシング時間の中でより効率よく磨くこ
とができるように，本人の磨き癖や苦手な部位を
認識させて，磨き残しの多い部位から磨き始め，
また苦手な部位を集中的に磨くよう指導してい
る、歯科衛生士の治療経験にもとついた工夫や，
患者の年齢や生活習慣を考慮したアドバイスが，
患者の口腔環境の改善に寄与していると考えられ
る．
　一方，MFTにおいては，歯科衛生士がトレー
ニングに積極的に関与することによって，当科で
の治療システムが確立しつつある．MFTについ
ては，歯科衛生士教本1°）へ掲載は見られるもの
の，講義では用語の解説のみで実習は行っていな
いのが現状である．東京医科歯科大学歯学部口腔
保健学科では，顎ロ腔機能訓練法という科目がカ
リキュラムとして導入されており，MFTにおけ
る歯科衛生士の役割が認知されつつある．矯正歯
科医との連携を強め，矯正歯科における歯科衛生
士の役割をより広げるためにも，今後，MFTに
対する系統立てられた教育が望まれる．
　今回紹介した2症例において，MFTの効果が
得られた要因として，次の3点が考えられる．①
動的矯正治療の時期と並行してMFTを行ったこ
とで，開咬が改善され，形態的にも正常な嚥下を
獲得しやすくなった．②患者のMFTに対するモ
チベーションが維持されたことにより，ロ腔周囲
筋の適応に合わせた適切なペースでトレーニング
を進めることができた．③家庭でのMFTに対す
る理解が得られ，家族の協力と励ましの下トレー
ニングが行えた．
　当科におけるMFTは，ほとんどの場合，動的
矯正治療と並行して行うため，不正咬合の改善に
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対するMFTそのものの効果を評価することは困
難である。また，その治療効果について個人差が
あることも事実である．しかしながら，報告した
2症例のように，臨床的にはMFTを併用するこ
とで口腔習癖の除去や発音・嚥下といった機能の
改善が認められることから，有用な手段であると
考えられる．今後も動的矯正治療を円滑に進める
ための歯科衛生士の役割として，T．B．1．および
MFTにおけるトレーニングへの関与を通じて患
者の意識を向上させたいと考えている．
　しかし，それらを成功させるためには患者のモ
チベーションのみならず，指導を行う衛生士の正
しい知識や技術が必要となるため，衛生士の勉強
会を継続して行い，知識や技術の共有を図ってい
きたい．矯正治療のゴールを担当医や患者と一緒
に目指していくためにも，より高い意識を持ち歯
科衛生士としての役割を果たしていくつもりであ
る．
　本論文の一部は，第21回甲北信越矯正歯科学会
大会（2006年6月11日，高岡）において発表し
た．
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